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ＬＴ－ｔｙｐｅＨ　

ＰＷＭ出力

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ
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ＰＷＭ出力設定をやって見よう！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

下図のようにＳＳＲを使用して、ヒーター制御を行います。

ﾋｰﾀｰ

TypeH

SSR

INPUT
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ＰＷＭ出力設定をやって見よう！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　以下のようなことができるようものを考えて行きましょう！

　・画面より、出力周波数とデューティ値を入力できる。

　・ＰＬＣよりデューティ値範囲を計算する。

　・画面より運転を押すと、ＰＷＭ出力が開始する。停止を押すと、ＰＷＭ出力が

　　停止します。

　・運転の状態及び異常時の状況を表示するウィンドウを設ける。
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最初にＩ／Ｏコンフィギュレーションの設定をしよう～♪
ＰＷＭ出力を設定するにあたり、最初にＩ／Ｏコンフィギュレーションの設定を行います。
まず、最初にグループ割付で“ＰＷＭ出力”の使用を宣言します。

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

“TypeHﾄﾞﾗｲﾊﾞ”を選
択し、ダブルクリック！
または、“設定”ボタン
を押す。
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ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

使用するTypeHの
タイプを選択！

設定したいグループ端子の
ボタンを押すと下図のような
ウィンドウが開きます！

パターン２を選択して
下さい。

最初にＩ／Ｏコンフィギュレーションの設定をしよう～♪
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ＰＷＭ出力使用時、別途、こ
の項目について、変数を割り
付けてください。
（＊I/O設定ユーザーズマニュ
アルP2-11）

最初にＩ／Ｏコンフィギュレーションの設定をしよう～♪

共通項目の各項目及びパルス出力の各項目に変数を割り付けます。

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

共通項目設定で各グループ
にパルス出力を設定すると、
このようにパルス出力の割付
が出ます。ここで各項目を設
定して下さい。
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ラダーによる設定

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

ラダーによる設定をこれより説明いたします。

ラダーでは、以下の手順で行います。出力周波数もしくは、ＯＮデューティ値の変更がある

度にこれを行います。

　１．“出力周波数”と“ＯＮデューティ値”を設定

　２．“特殊Ｉ／Ｏパラメータ設定変更要求”でパラメータの変更要求

　３．“特殊Ｉ／Ｏパラメータ設定変更完了”でパラメータが変更されたことを確認

　４．“特殊Ｉ／Ｏ動作制御”で出力を実行

　＊また、右図の画面イメージより、設定が

　　行えるようにラダーを組みます。（2頁参照）
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ラダーによる設定

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

完成したラダーは以下のとおりです。

出力状態表示.X[0]

Off 周波数設定データ

周波数設定データ置換

1230

1230

EN

A

B

Q

NE

デューティ設定データ

デューティ設定置換

92

92

EN

A

B

Q

NE

変更

Off

運転中に変更があったとき、再度、ＰＷＭの設定手順を行う。

2

周波数設定データ
1230

EN

IN

DN

OUT 周波数設定データ置換
1230

MOV

デューティ設定データ
92

EN

IN

DN

OUT デューティ設定置換
92

MOV

上で前回の値から変化（変更されたか？）があるかを検知できるように、毎回ＭＯＶする。

3

運転

Off
P

出力状態表示.X[0]

Off

変更

Off
P

周波数設定データ
1230

EN

IN

DN

OUT 出力周波数
2500

MOV

デューティ設定データ
92

EN

IN

DN

OUT ONﾃﾞｭｰﾃｨ値
22

MOV

1

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

画面から運転ビットをONすることで、画面上から設定する「周波数設定データ」、「デューティ設定データ」をIOコンフィグレーションの「出力周波数」、「ONデューティ値」に格納します。
また、運転中に変更があったときも格納します。
次に、ラダープログラムのシーケンスを進めるために、「設定状態」=1にします。

4

1

設定状態
0

EN

A

B

Q

EQ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定変更要求.X[0]

Off
SM

2

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

「出力周波数」、「ONデューティ値」が格納された後、特殊IOパラメータ設定変更要求のD0ビットをONにします。　
次に、ラダープログラムのシーケンスを進めるために、「設定状態」=2にします。

5

2

設定状態
0

EN

A

B

Q

EQ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定変更完了.X[0]

Off

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定変更要求.X[0]

Off
RM

3

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

特殊IOパラメータ設定変更完了ビットがONになれば、特殊IOパラメータ設定変更要求のＤ０ビットをＯＦＦにする。

ラダープログラムのシーケンスを進めるために、「設定状態」=3を格納する

6

3

設定状態
0

EN

A

B

Q

EQ 動作制御.X[0]

Off
SM

0

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

パラメータの設定が完了し、動作状態にする場合は、特殊IO動作制御ビットをONにし運転状態にします。

ラダープログラムのシーケンスが終了したのでをクリアするために、「設定状態」=0に戻す。

7

停止

Off

設定異常表示A.X[0]

Off

動作制御.X[0]

Off

設定異常表示A.X[1]

Off

動作制御.X[0]

Off

動作制御.X[0]

Off
RM

0

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

停止がＯＮにもしくは、異常として特殊IO設定異常ＡのD0、D1ビットがONになれば、特殊IO動作制御のD0をOFFにする。（運転を停止）
また、停止した事を確認する為に、「設定状態」=0にする

8

周波数設定データ

0.004

1230

EN

A

B

DN

C 下限値置換
4.92

MUL

下限値置換
4.92

EN

IN

DN

OUT 下限値
5

MOV

下限値置換

下限値

4.92

5

EN

A

B

DN

C 小数部
0.92

SUB

小数部

0

0.92

EN

A

B

Q

NE

下限値

1

5

EN

A

B

DN

C 下限値
5

ADD

小数部

0

0.92

EN

A

B

Q

EQ

100

下限値
5

EN

A

B

DN

C 上限値
0

SUB

デューティ値の計算方法
上限値（％）＝１００－0.004×周波数(Hz)
下限値（％）＝0.004×周波数(Hz)

＊下限値置換・・・小数点以下を位上げ。

9
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出力状態表示.X[0]

Off 周波数設定データ

周波数設定データ置換

2000

2000

EN

A

B

Q

NE

デューティ設定データ

デューティ設定置換

92

92

EN

A

B

Q

NE

変更

Off

運転中に変更があったとき、再度、ＰＷＭの設定手順を行う。

2

周波数設定データ
2000

EN

IN

DN

OUT 周波数設定データ置換
2000

MOV

デューティ設定データ
92

EN

IN

DN

OUT デューティ設定置換
92

MOV

上で前回の値から変化（変更されたか？）があるかを検知できるように、毎回ＭＯＶする。

3

運転

Off
P

出力状態表示.X[0]

Off

変更

Off
P

周波数設定データ
2000

EN

IN

DN

OUT 出力周波数
2500

MOV

デューティ設定データ
92

EN

IN

DN

OUT ONﾃﾞｭｰﾃｨ値
22

MOV

1

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

画面から運転ビットをONすることで、画面上から設定する「周波数設定データ」、「デューティ設定データ」をIOコンフィグレーションの「出力周波数」、「ONデューティ値」に格納します。
また、運転中に変更があったときも格納します。
次に、ラダープログラムのシーケンスを進めるために、「設定状態」=1にします。

4

ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　１．出力周波数とＯＮデューティ値の変更

このラングでは、運転中、出力周波数、ＯＮデューティ値の値を
変更したとき、再度、設定手順を行うトリガー（変更）を立てる。

上で値（出力周波数、ONデューティ値）に
変化があったとき、次でも変更が起きないよ
うに、ここで比較用の変数に値を格納する。

画面から運転が押されたら、または、変更があったら、I/Oｺﾝﾌｨｷﾞｭ
ﾚｰｼｮﾝで設定した出力周波数とONﾃﾞｭｰﾃｨ値の変数に格納します。
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ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　２．“特殊Ｉ／Ｏパラメータ設定変更要求”でパラメータの変更要求

　　　Ｉ／Ｏコンフィギュレーションの共通項目でこの変数を割り付けました！

　　　この変数は下図のように各グループに対応したビットがあります。

　　　設定を行いたいグループのビットを立てると変更要求を行います。

　　　 ０１２３４５６７８９101112131415

ｸﾞﾙｰﾌﾟ1ｸﾞﾙｰﾌﾟ2ｸﾞﾙｰﾌﾟ3ｸﾞﾙｰﾌﾟ4

特殊I/Oﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定
変更要求

　３．“特殊Ｉ／Ｏパラメータ設定変更完了”でパラメータが変更されたことを確認

　　　Ｉ／Ｏコンフィギュレーションの共通項目でこの変数を割り付けました！

　　　この変数は下図のように各グループに対応したビットがあります。

　　　変更要求を行ったグループに対して、そのビットが立ちます。　

０１２３４５６７８９101112131415

ｸﾞﾙｰﾌﾟ1ｸﾞﾙｰﾌﾟ2ｸﾞﾙｰﾌﾟ3ｸﾞﾙｰﾌﾟ4

特殊I/Oﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定
変更完了
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ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　＊２、３項をタイミングチャートで書くと以下のようになります。

特殊I/Oﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定
変更要求

特殊I/Oﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定
変更完了 ﾊﾟﾗﾒｰﾀの変更
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1

設定状態
0

EN

A

B

Q

EQ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定変更要求.X[0]

Off
SM

2

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

「出力周波数」、「ONデューティ値」が格納された後、特殊IOパラメータ設定変更要求のD0ビットをONにします。　
次に、ラダープログラムのシーケンスを進めるために、「設定状態」=2にします。

5

2

設定状態
0

EN

A

B

Q

EQ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定変更完了.X[0]

Off

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ設定変更要求.X[0]

Off
RM

3

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

特殊IOパラメータ設定変更完了ビットがONになれば、特殊IOパラメータ設定変更要求のＤ０ビットをＯＦＦにする。

ラダープログラムのシーケンスを進めるために、「設定状態」=3を格納する

6

ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　＊ラダーにすると以下のとおりになります。

前の設定が終了し
ているか？確認。

次の設定へ

前の設定が終了し
ているか？確認。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ1の変
更要求をｾｯﾄ

ｸﾞﾙｰﾌﾟ1の変更
完了ﾋﾞｯﾄ。

変更完了が返って来て、変
更要求ﾋﾞｯﾄをOFFする。

次の設定へ
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ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　４．“特殊Ｉ／Ｏ動作制御”で出力を実行

　　　Ｉ／Ｏコンフィギュレーションの共通項目でこの変数を割り付けました！

　　　この変数は下図のように各グループに対応したビットがあります。

　　　各グループの先頭ビット（ｸﾞﾙｰﾌﾟ1は0ﾋﾞｯﾄ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ2は4ﾋﾞｯﾄ、ｸﾞﾙｰﾌﾟ3は8ﾋﾞｯﾄ、

　　ｸﾞﾙｰﾌﾟ4は12ﾋﾞｯﾄ)をＯＮすると、パルス出力します。

2ﾋﾞｯﾄ目

０１２３４５６７８９10111213

ｸﾞﾙｰﾌﾟ４

1415

特殊I/O動作制御

3ﾋﾞｯﾄ目

ｸﾞﾙｰﾌﾟ３ ｸﾞﾙｰﾌﾟ２ ｸﾞﾙｰﾌﾟ１

0ﾋﾞｯﾄ目1ﾋﾞｯﾄ目

[1]:開始､[0]：停止

各グループ
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3

設定状態
0

EN

A

B

Q

EQ 動作制御.X[0]

Off
SM

0

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

パラメータの設定が完了し、動作状態にする場合は、特殊IO動作制御ビットをONにし運転状態にします。

ラダープログラムのシーケンスが終了したのでをクリアするために、「設定状態」=0に戻す。

7

ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　＊ラダーにすると以下のとおりになります。

前の設定が終了し
ているか？確認。

ｸﾞﾙｰﾌﾟ1の開始をON！
（ここでPWM出力する）

一連の動作が完了したので、
初期状態に戻す。
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ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　＊ＰＷＭ出力の出力状態の確認について

　○“特殊Ｉ／Ｏ動作状態”、“特殊Ｉ／Ｏ出力状態表示”で確認

　　Ｉ／Ｏコンフィギュレーションの共通項目でこの変数を割り付けました！

　　この変数は下図のように各グループに対応したビットがあります。

　　４項で開始すると、特殊Ｉ／Ｏ動作状態では、動作時（PWM出力時）、0ビット目が
ON（動作中）します。

　　また、特殊Ｉ／０出力状態表示では、出力端子Ｙ０～Ｙ３での出力状態を確認できます。

2ﾋﾞｯﾄ目

０１２３４５６７８９10111213

ｸﾞﾙｰﾌﾟ４

1415

特殊I/O動作状態

3ﾋﾞｯﾄ目

ｸﾞﾙｰﾌﾟ３ ｸﾞﾙｰﾌﾟ２ ｸﾞﾙｰﾌﾟ１

0ﾋﾞｯﾄ目1ﾋﾞｯﾄ目

[1]:動作中､[0]：停止中

各グループ

特殊I/O出力状態表示

０１２３４５６７８９101112131415

ｸﾞﾙｰﾌﾟ1ｸﾞﾙｰﾌﾟ2ｸﾞﾙｰﾌﾟ3ｸﾞﾙｰﾌﾟ4

未使用 未使用 未使用 未使用

各グループ　　[1]:出力､[0]：未出力
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ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　＊特殊Ｉ／Ｏ設定異常表示Ａ

　　Ｉ／Ｏコンフィギュレーションの共通項目でこの変数を割り付けました！

　　この変数は下図のようにアラームを表示するビットがあります。　　

　　　

特殊I/O設定
異常表示A

BCD
０１２３４５６７８９10111213

未使用

1415

EFGH A

　　A：ｸﾞﾙｰﾌﾟ1のPWM出力周波数異常　　　[1]:2.5kHz超過、[0]:正常

　　B：ｸﾞﾙｰﾌﾟ1のPWM出力ONﾃﾞｭｰﾃｨ異常　 [1]:ONﾃﾞｭｰﾃｨ範囲外、 [0]:正常

　　C：ｸﾞﾙｰﾌﾟ2のPWM出力周波数異常　　　[1]:2.5kHz超過、[0]:正常

　　D：ｸﾞﾙｰﾌﾟ2のPWM出力ONﾃﾞｭｰﾃｨ異常　 [1]:ONﾃﾞｭｰﾃｨ範囲外、 [0]:正常

　　E：ｸﾞﾙｰﾌﾟ3のPWM出力周波数異常　　　[1]:2.5kHz超過、[0]:正常

　　F：ｸﾞﾙｰﾌﾟ3のPWM出力ONﾃﾞｭｰﾃｨ異常　 [1]:ONﾃﾞｭｰﾃｨ範囲外、 [0]:正常

　　G：ｸﾞﾙｰﾌﾟ4のPWM出力周波数異常　　　[1]:2.5kHz超過、[0]:正常

　　H：ｸﾞﾙｰﾌﾟ4のPWM出力ONﾃﾞｭｰﾃｨ異常　 [1]:ONﾃﾞｭｰﾃｨ範囲外、 [0]:正常
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ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　ラダーにすると以下のとおりです。

　　ＰＷＭ出力動作中（特殊Ｉ／Ｏ動作状態のﾋﾞｯﾄ）でアラームが出ているとき、強制的に

　　停止させます。　

以下の時、OFFする。
　・動作中でｸﾞﾙｰﾌﾟ1の出力周波数異常時！
　・動作中でONﾃﾞｭｰﾃｨ異常時！

停止

Off

設定異常表示A.X[0]

Off

動作状態.X[0]

Off

設定異常表示A.X[1]

Off

動作状態.X[0]

Off

動作制御.X[0]

Off
RM

0

EN

IN

DN

OUT 設定状態
0

MOV

停止がＯＮにもしくは、異常として特殊IO設定異常ＡのD0、D1ビットがONになれば、特殊IO動作制御のD0をOFFにする。（運転を停止）
また、停止した事を確認する為に、「設定状態」=0にする

8
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ラダーによる設定－詳細

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　＊ＯＮデューティ値有効範囲の計算方法

　　　上限値（％）＝１００－０．００４×出力周波数（Hz)　

　　　下限値（％）＝０．００４×出力周波数(Hz)

　　ラダーにすると以下のとおりです。

　　　☆ＯＮデューティ値の設定は整数です。下限値の演算を行った際、例えば４．９２

　　　　と出てきたものをそのまま整数で扱うと、下限値が“４”となってしまいます。

　　　　このとき、下限値が“５”と表示するように、処理もここで行います。

0.004×出力周波数

周波数設定データ

0.004

1230

EN

A

B

DN

C 下限値置換
4.92

MUL

下限値置換
4.92

EN

IN

DN

OUT 下限値
5

MOV

下限値置換

下限値

4.92

5

EN

A

B

DN

C 小数部
0.92

SUB

小数部

0

0.92

EN

A

B

Q

NE

下限値

1

5

EN

A

B

DN

C 下限値
5

ADD

小数部

0

0.92

EN

A

B

Q

EQ

100

下限値
5

EN

A

B

DN

C 上限値
95

SUB

デューティ値の計算方法
上限値（％）＝１００－0.004×周波数(Hz)
下限値（％）＝0.004×周波数(Hz)

＊下限値置換・・・小数点以下を位上げ。

9

下限値置換（実数変数）
→下限値（整数変数）
に入れることで、整数
部だけを格納する。

下限値置換（実数変数）
を下限値（整数変数）
で引くと小数部だけが
出てきます。

小数部がある時、下限値に+1。
小数部が無い時、そのまま下限値
とする。

上限値の式より
１００－下限値で
求められる。
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　以下のような画面を作成します。

　・画面より、出力周波数を入れると、ＰＬＣよりデューティ値範囲を計算します。

　　その範囲内をデューティ値設定値表示器に入力します。

　・運転を押すと、ＰＷＭ出力が開始します。停止を押すと、ＰＷＭ出力が停止します。

　・運転の状態及び異常時の状況を表示するウィンドウを設けます。

ﾃﾞｭｰﾃｨ値の
有効範囲表示

周波数の
10～2500Hzの
範囲で設定を行う。

ﾃﾞｭｰﾃｨ値の
0～１00％の範囲
で設定を行う。

特殊I/O設定設定
異常Aの内容を
表示。

PWM出力を開始
PWM出力を停止

“特殊Ｉ／Ｏ出力
状態表示”の内容
を表示。
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○出力周波数 ・・・設定値表示器設定

周波数設定
データ

出力周波数の
設定範囲

10～2500Hz
なので！
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○デューティ値 ・・・設定値表示器設定

ﾃﾞｭｰﾃｨ設定
データ

ﾃﾞｭｰﾃｨ値の
最大、最小設定
範囲表示

0～100％な
ので！
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○デューティ値範囲 ・・・数値表示器設定

～下限値～
下限値

下限値の表示
範囲

～上限値～

上限値

上限値の表示
範囲
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○ＰＷＭ出力の異常表示 ・・・メッセージ表示器設定

“特殊I/O設定異常
表示A”の変数を設
定

“特殊I/O設定異常表示A”
が０の時！

正常なので、異常
メッセージなし。
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○ＰＷＭ出力の異常表示 ・・・メッセージ表示器設定

“特殊I/O設定
異常表示A”が
１の時！

異常表示。
（内容は１５頁参照）

文字がブリンク

異常表示。
（内容は１５頁参照）

“特殊I/O設定
異常表示A”が
２の時！ 文字がブリンク
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○ＰＷＭ出力の異常表示 ・・・メッセージ表示器設定

文字がブリンク

異常表示。
（内容は１５頁参照）

“特殊I/O設定
異常表示A”が
３の時！
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○運転 ・・・ビットスイッチ設定

運転

“運転”と入力。その後、
“ONへｺﾋﾟｰ”を押す。
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○停止 ・・・ビットスイッチ設定

停止

“停止”と入力。その後、
“ONへｺﾋﾟｰ”を押す。
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♪設定画面を作っちゃオウー！

ＬＴ－ｔｙｐｅＨＬＴ－ｔｙｐｅＨ

　○ＰＷＭ出力状態 ・・・メッセージ表示器設定

“特殊I/O出力状態表
示”の変数を設定

この変数の０ﾋﾞｯﾄ
（ｸﾞﾙｰﾌﾟ1)がOFF
の時

PWM停止中

この変数の０ﾋﾞｯﾄ
（ｸﾞﾙｰﾌﾟ1)がON
の時

PWM動作中


